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定住緊急支援事業計画の実績に関する評価

令和３年１２月

福島県　南相馬市



（様式１）

1）事業の実施概要 （単位：千円）

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
平成29年

度
平成30年

度
平成31年

度
令和2年度

(77,700) (77,700)

77,700 77,700

(1,890) (1,890)

1,890 1,890

(12,810) (12,810)

12,810 12,810

(13,934) (13,934)

13,934 13,934

(211,429) (211,429)

211,429 211,429

752,559 (19,864) (365,510) (221,584) (145,601)

752,559 19,864 365,510 221,584 145,601

(10,760) (10,760)

10,760 10,760

(20,742) (20,742)

20,742 20,742

鹿島区農村公園遊具更新事業
上栃窪農村公園、山下農村公園、
北屋形農村公園、北海老農村公園

基幹 市 25 令和3年12月

令和3年12月

8 A － 1 － 6 －

都市公園（鹿島区）遊具更新事業
サヤノ前公園、沼ノ内公園、瀬戸畑
公園、桜平山公園

基幹 市 25

2 A －

令和3年12月 平成27年度から平成28年度に一部繰越

7 A － 1 － 5 －

屋内運動場整備事業 鹿島体育館 基幹 市 25  ～  28

25 令和3年12月

6 B － 1 － 2 －

－

市 25 令和3年12月

5 B － 1 － 1

4 － ちびっこ広場遊具更新事業 ちびっこ広場５か所 基幹4 A － 1 －

原町区子どもの屋内遊び場整備事
業

わんぱくキッズ広場 基幹 市

－

－ 都市公園遊具更新事業
原町区
北泉海浜総合公園

基幹 市

年度事業費（注５）
評価

実施時期（注６）

学校遊具更新事業
原町第一小学校、原町第二小学校、
原町第三小学校

基幹 市 25 令和3年12月

令和3年12月児童センター施設遊具更新事業
東町児童センター
上町児童センター

基幹 市 25

定住緊急支援事業計画に基づく事業等の評価一覧
令和3年12月時点

No. 事業番号
（注１）

事業名
（注２）

地区名
施設名

基幹/
効果促進

事業
実施
主体

全体事業費
（注３）

全体事業
期間

（注４）

25 令和3年12月

3 A － 1 － 3 －

その他

1 A － 1 － 1

1 － 2



(5,543) (5,543)

5,543 5,543

(89,695) (45,590) (44,105)

89,695 45,590 44,105

(2,000) (2,000)

2,000 2,000

(19,062) (19,062)

19,062 19,062

(28,080) (28,080)

28,080 28,080

(15,394) (15,394)

15,394 15,394

(266,553) (17,044) (249,509)

266,553 17,044 249,509

(4,283) (251) (4,032)

4,283 251 4,032

(477,842) (27,698) (450,144)

507,354 27,698 479,656

(44,837) (1,612) (43,225)

55,717 1,612 54,105

小高区子どもの遊び場駐車場等整
備事業

小高区子どもの遊び場 効果促進事業 市 31 ～ 2 令和3年12月

令和3年12月

18 ◆ B － 1 － 4 － 1

小高区子どもの遊び場整備事業 小高区子どもの遊び場 基幹 市 31 ～ 2

28　～　30 令和3年12月

17 B － 1 － 4 －

－ 1
小高復興拠点
屋内子どもの遊び場駐車場整備事
業

小高復興拠点 効果促進事業 市

28　～　30 令和3年12月 平成28年度から平成29年度に全部繰越

16 ◆ B － 1 － 3

－
小高復興拠点
屋内子どもの遊び場整備事業

小高復興拠点 基幹 市

市 28 令和3年12月

15 B － 1 － 3

9 － 小高幼稚園遊具更新事業 小高幼稚園 基幹14 A － 1 －

小高区公園遊具更新事業 関場公園、東町児童公園、中央公園 基幹 市 27 令和3年12月

令和3年12月

13 A － 1 － 8 －

小高小学校遊具更新事業 小高小学校 基幹 市 27

26 令和3年12月

12 A － 1 － 7 －

－ 2
原町区屋内子どもの遊び場整備事
業

わんぱくキッズ広場 効果促進事業 市

26  ～  27 令和3年12月 平成26年度から平成27年度に一部繰越

11 ◆ B － 1 － 1

－ 都市公園（高見公園）遊具更新事業 高見公園 基幹 市

市 25 令和3年12月

10 C － 1 － 1

1 － 1
原町区子どもの屋内遊び場駐車場
整備事業

はらまちふれあいドーム 効果促進事業9 ◆ B － 1 －



２）事業計画に記載した地域の復興における支障の解決に係る目標（注７）

基準年度 目標年度 確認年度

目標１

小学４年生男子　７.３％
小学４年生女子　５.８％
中学１年生男子　６.１％
中学１年生女子　２.０％
平　均 （ 単純 ）　５.３％

Ｈ２４

小学４年生男子　３.１％
小学４年生女子　１.８％
中学１年生男子　２.２％
中学１年生女子　２.０％
平　均 （ 単純 ）　２.３％

Ｒ3

小学４年生男子　５.８％
小学４年生女子　２.２％
中学１年生男子　５.３％
中学１年生女子　４.９％
平　均 （ 単純 ）　４.６％
（R３年度最新データ）

R3 ２３％

Ａ－１－１ ～ Ａ－１－９
Bー１－１
◆Ｂ－１－２－１
◆Ｂ－１－１－２
B－１－２
B－１－３
◆B－１－３
Ｃ－１－１
B－１－４
◆Bー１－４

目標2

小学５年生男子　２７％
小学５年生女子　３５％
中学２年生男子　１６％
中学２年生女子　３８％
平 均 （ 単 純 ）　２９％

Ｈ２４

小学５年生男子　２９％
小学５年生女子　５１％
中学２年生男子　２３％
中学２年生女子　４７％
平 均 （ 単 純 ）　３９％

Ｒ3

小学５年生男子　３３％
小学５年生女子　４５％
中学２年生男子　２６％
中学２年生女子　６６％
平 均 （ 単 純 ）　４３％
（R元年度最新データ）

R3 １４０％

Ａ－１－１ ～ Ａ－１－９
Bー１－１
◆Ｂ－１－２－１
◆Ｂ－１－１－２
B－１－２
B－１－３
◆B－１－３
Ｃ－１－１
B－１－４
◆Bー１－４

目標3

目標４

目標５

市内小・中学生の体力の向上
（新体力テストにおける総合評価
判定のＡ及びＢ判定割合の増加）

南相馬市教育委員会におる調査
（令和元度全国体力・運動能力、
運動習慣等調査）

※令和２年度は新型コロナウイルス感染
症の影響により調査を実施できなかっ
た。
　また令和3年度については、データがま
だ出ていない。

　運動及び外遊びのできる環境が整ったことに伴い、震災直後は新体力
テストのABの判定の割合は29％であったが、現在は43％（いずれも小５
及び中２男女の平均値）となり、市内小・中学生の男女ともに、体力は震
災前と比較しても向上傾向にある。

　子どもの体力が低下していくことのないように、本事業で整備をした遊び場な
どを活用した、園児から中学生まで幅広い年齢を対象としたイベント等の実施
を検討し、施設の積極的な利用促進を図っていく。また、遊具を更新した公園
や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用
し、広く周知することで、さらなる利用促進を図る。

モニタリング方法
効果発現要因
（総合所見）

今後の対応 備考（注８）

市内小・中学生の肥満度の平均値
南相馬市教育委員会におる調査
（令和３年度小児生活習慣病健康診断
結果）

　放射能に対する保護者の不安が、公園等の遊具の更新や屋内子ども
の遊び場の整備を行ったことにより解消されつつあることで、震災直後と
比較して現在は公園等で遊ぶ子どもたちの姿は増えていると考えられる。
そのため、事業実施により運動機会が増加し、平成24年度と比較すると
肥満度の平均値は改善している。
　しかし、目標値としていた震災前の水準にはまだ至っていない。外遊び
ができる環境が一定程度確保できたことにより、整備した遊具等を存分に
利用して運動ができている子どもがいる一方で、運動が苦手な子どもたち
には整備した遊具等を積極的に利用してもらえていないことが考えられ
る。こうした運動が苦手な子どもたちに対するフォローが不十分であった
ため、肥満の二極化が進み、体力テストの結果は改善された一方で、肥
満度については震災前の水準に至っていないことが考えられる。
　また中学生の肥満度の改善が図れていないことについては、更新した
遊具等の主な対象が園児や小学生であることも要因として考えることがで
きる。

　幅広い年齢層が本事業で整備した施設を積極的に利用してもらえるよう、年
齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子ど
もたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりについ
て、施設の特徴に応じ検討していく。
　また、そうしたイベントの実施等に併せて、本事業で遊具を更新した公園や新
たに設けた運動施設の利用などについて、ホームページや広報誌等を活用
し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。さらに、プレイリーダー
を活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な
遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校における食生活に関する指導などもより一層
推進することを検討し、肥満度平均値の減少に向けたフォローアップを行う。

指標

従前値 目標値 実施後の値

達成度



３）その他目標（２）に掲げたもの以外の目標（注７）

基準年度 目標年度 確認年度

目標１
園児の帰還率　３２.９％

小学生の帰還率　３８.４％
中学生の帰還率　４８.４％

Ｈ２４

園児の帰還率　７５.０％
小学生の帰還率　７５.０％
中学生の帰還率　７５.０％

（小・中学生は教育振興基本
計画から）

Ｒ3
園児の帰還率　６８.３％

小学生の帰還率　７３.６％
中学生の帰還率　６５.７％

R3
園児　８４％
児童　９６％
生徒　６５％

Ａ－１－１ ～ Ａ－１－９
Bー１－１
◆Ｂ－１－２－１
◆Ｂ－１－１－２
B－１－２
B－１－３
◆B－１－３
Ｃ－１－１
B－１－４
◆Bー１－４

目標2

目標3

目標４

目標５

（注１）「事業番号」は、基幹事業については、「（制度要綱別表の番号）-（同一事業計画中の同種の事業の通し番号）」、効果促進事業については、「◆（最も関連する基幹事業の事業番号）－（最も関連する基幹事業ごとの通し番号）」となるよう記載する。

（注２）「事業名」は定住緊急支援事業計画に記載された事業名を記載する。

（注３）「全体事業費」は、「全体事業期間」を通じての全ての事業費と交付対象事業費をそれぞれ記載する（交付対象事業費は（）で記載）。

（注４）「全体事業期間」は、事業着手年度から全ての事業内容が完了する年度までを記載する。

（注５）「年度事業費」は、事業着手から事業完了年度までの各年度の交付対象事業費と全ての事業費の実績額をそれぞれ記載する（交付対象事業費は（）で記載）。

（注６）「評価実施時期」は、定住緊急支援事業計画に基づく事業等が完了した日の属する年度の翌年度の12月末日までの実施した時期を記載する。

（注７）２)には定住緊急支援計画上記載した内容を、３）には定住緊急支援計画上全く記載をしていないものの、今回の整備により期待される効果があれば記載する。

なお、A-1,B-1,2,C-1事業については、子どもたちが十分に運動する機会の確保の観点、C-2,C-3については子育て世帯の定住に資する観点から、維持管理や運営の視点、ソフト事業との相乗効果などの面も含め目標を記載する。

（注８）「備考」の欄には、当該目標の評価対象となる事業番号を記載する。

備考（注８）

園児及び小中学生の帰還率

　園児は、平成23年度の在園予定数に
対する比率を、小学生及び中学生は、小
中学生の年齢に該当する住民登録人口
と実際の小中学校在籍者数との割合を
帰還率として算出。

　子どもの遊び場や学校等の遊具更新によって子育て世代の放射能に
対する不安の解消や生活環境の向上に繋がり、一定程度帰還が進んで
いる。
　一方で、帰還率が目標に達しないこととしては主に次の要因が考えられ
る。
・特に旧避難指示区域では長期に渡り避難先での生活を強いられ、そこ
での生活が定着してしまったこと。また本事業の実施状況を始めとした市
内の復興状況についての情報発信が十分でなかったこと。
・事業実施により子どもたちが安心して遊べる環境は整備したものの、医
療提供体制が震災前の水準に戻っていないことなどから、不安を抱く子
育て世帯が帰還できていないこと。

園児、児童、生徒のさらなる帰還率向上に向けて、教育環境や生活環境の改
善を図り、改善した状況を避難者に向けて情報発信も行う。併せて放射能の風
評対策も強化し、市内小中学校への帰還率の上昇に向けたフォローアップを
行う。

指標

従前値 目標値 実施後の値

達成度 モニタリング方法
効果発現要因
（総合所見）

今後の対応



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 ７７，７００千円

南相馬市 実績評価実施時期 A－１－１

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利用してもらえる
よう図っていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○市内の子どもは、避難生活や外遊びの機会の減少などから、運動能力や体力の低下が見られるため、市内の中核的公園である総合公園の遊具の更新を実施することで、子どもの外遊びと運動機会の増加を図り、運動能力と体力を向上させることを目標とする。

【区域全体図】 【事業詳細】
（１）事業概要
　　子どもの体力向上や運動能力の改善を図ることを目的として、中核的な総合公園である北泉海浜綜合公園において、以下の遊具を更新する。
　　　・ローラーすべり台　・人研ぎすべり台（コンクリート）　・動物コンクリート（ぞう、いるか、もぐら、親白鳥、子白鳥）
　　　・複合遊具　・回転遊具

（２）事業実施の状況
　　平成２５年１２月２４日　契約
　　平成２６年　３月３１日　竣工
　　施設を常時開放しており、多くの子どもたちが利用している。

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備は、子育て
世代が帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
　　遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
    また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向については、まだ増加傾
向にあるため更新した遊具等の活用を引き続き促進していく必要がある。
　◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「復興推進本部会議」において、本事業
計画の評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることは喜ばしい。子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程度繋がって
いると評価できるが課題もある。年齢の小さい子どもたちについては、遊具等を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学年児童や中学生につい
ては、子どもたちのやりたいことが遊具等を活用して実現できるような仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの肥満度傾向は
二極化してきているため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、本事業で整備し
た施設や子どもたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増加）。肥満度に
ついては、事業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

県名 平成２５年度 交付対象事業費

市町村名 令和３年度 評価対象事業

原町区

鹿島区

小高区

北泉海浜総合公園



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 １，８９０千円

南相馬市 実績評価実施時期 A－１－２

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

県名 平成２５年度 交付対象事業費

市町村名 令和3年度 評価対象事業

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利用して
もらえるよう図っていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　南相馬市原町区にある児童センター遊具を更新することにより、放射能不安のため外遊びの機会が失われていた子どもの運動機会を確保し、もって子どもたちの健全な運動習慣の定着（肥満児童数の減少）を図る。

【区域全体図】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様につき省略

【事業詳細】
（１）事業概要
　　　子どもたちが安全安心に遊べる環境を整備し、体力の向上や運動能力の改善を図るために、市内２か所の児童センターの以下の遊
具の更新を実施する。
　　①　東町児童センター・・・・・滑り台１基、うんてい１基
　　②　上町児童センター・・・・・鉄棒１基

（２）事業の実施状況
　　　平成２６年１０月３１日　契約　　　平成２６年　１月３１日　竣工
　【施設運営方法等】
　　利用時間：7：30～18：00
　　休 館 日 ：日曜・祝日、年末年始（12/29～1/3）
　　利用状況：両施設とも放課後児童クラブの実施場所でもあることから、多くの子どもたちに遊具が利用されている。

　

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備
は、子育て世代が帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
　また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向については、ま
だ増加傾向にあるため更新した遊具等の活用を引き続き促進していく必要がある。
【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「復興推進本部会議」におい
て、本事業計画の評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることは喜ばしい。子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程
度繋がっていると評価できるが課題もある。年齢の小さい子どもたちについては、遊具等を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学年
児童や中学生については、子どもたちのやりたいことが遊具等を活用して実現できるような仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの肥満
度傾向は二極化してきているため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、本事
業で整備した施設や子どもたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増加）。
肥満度については、事業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

原町区

鹿島区

小高区

上町児童センター

東町児童センター

児童クラブ登録者数（各年4月1日時点）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

東町児童クラブ１ 31 48 45 38 46 45 45 46 42

東町児童クラブ２ 32 29 31 30 27 27 28 28 28

上町児童クラブ１ 39 41 39 50 17 35 43

上町児童クラブ２ 39 38 40 30 34 24 34
67

児童数

東町児童センター

上町児童センター

児童クラブ名実施場所

60



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 １２，８１０千円

南相馬市 実績評価実施時期 A－１－３

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

県名 平成２５年度 交付対象事業費

市町村名 令和３年度 評価対象事業

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利用してもらえ
るよう図っていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　南相馬市原町区にある小学校遊具を更新することにより、放射能不安のため外遊びの機会が失われていた子どもの運動機会を確保し、もって子どもたちの健全な運動習慣の定着（肥満児童数の減少）を図る。

【区域全体図】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様につき省略

【事業詳細】
（１）事業概要
　震災後の屋外での運動制限などにより、児童・生徒の体力の低下及び肥満傾向が現れているものと考えられる。原町区の３つの小学校の遊具
を更新することにより、児童・生徒が安全に安心して遊べる環境を整備することで、体を動かすことの喜びや楽しみを通じて、体力の向上や運動
能力の改善を図る。
　①　原町第一小学校・・・・・登り棒１基、６人用ブランコ１基
　②　原町第二小学校・・・・複合遊具（築山・滑り台付）１基
　③　原町第三小学校・・・・・滑り台１基、ジャングルジム１基

（２）事業の実施状況
　　 平成２５年１０月３１日　契約
 　　平成２６年　３月２８日　竣工
　　 主として当該小学校の児童が利用しているが、南相馬市公立学校施設の開放に関する規則及び同要綱に定める範囲で、全校で地域への開
放を行っている。

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備は、子育
て世代が帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
　遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
  また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向については、まだ震災
前の水準に戻っていないことから更新した遊具等の活用を引き続き促進していく必要がある。
　　【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「災害復興推進本部会議」におい
て、本事業計画の評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることで、子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程度繋がっている
と評価できる一方で、肥満度が目標としていた震災前の水準に届かないなど課題もある。年齢の小さい子どもたちについては、遊具等を活用して
遊ぶ習慣がついてきているが、高学年児童や中学生については、子どもたちのやりたいことが遊具等を活用して実現できるような仕掛けづくりが
必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの肥満度傾向
は二極化してきているため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、本事業で整
備した施設や子どもたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増加）。肥満度
については、事業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

原町第三小学校

原町第一小学校

原町第二小学校



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 １３，９３４千円

南相馬市 実績評価実施時期 A－１－４

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利用し
てもらえるよう図っていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　南相馬市原町区にあるちびっこ広場遊具を更新することにより、放射能不安のため外遊びの機会が失われていた子どもの運動機会を確保し、もって子どもたちの健全な運動習慣の定着（肥満児童数の減少）を図る。

【区域全体図】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様につき省略

【事業詳細】
（1）事業概要
　　　子どもの体力向上や運動能力の改善を図ることを目的として、原町区内のちびっこ広場の以下の遊具を更新する。
　①旭町ちびっこ広場　　　　 　（更新遊具）ブランコ：１基、すべり台：１基、うんてい：１基
　②橋本町ちびっこ広場　　　　（更新遊具）ブランコ：１基、すべり台：１基
　③日の出町ちびっこ広場　 　（更新遊具）ブランコ：１基、すべり台：１基、ジャングルジム：１基
　④上太田ちびっこ広場　　 　 （更新遊具）ブランコ：１基、てつぼう：１基、ジャングルジム：１基
　⑤馬場ちびっこ広場　　　　　 （更新遊具）ブランコ：１基、すべり台（幼児用）：１基、すべり台（小型）：１基、てつぼう：１基

（２）事業の実施状況
　　 平成２５年１２月２４日　契約　平成２６年　３月３１日　竣工
　　 施設を常時開放し、多くの子どもたちが利用している。

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備
は、子育て世代が帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備
は、子育て世代が帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
　遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
  また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向については、ま
だ震災前の水準に戻っていないことから更新した遊具等の活用を引き続き促進していく必要がある。
【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「災害復興推進本部会議」
において、本事業計画の評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることで、子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程度繋がっ
ていると評価できる一方で、肥満度が目標としていた震災前の水準に届かないなど課題もある。年齢の小さい子どもたちについては、遊
具等を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学年児童や中学生については、子どもたちのやりたいことが遊具等を活用して実現でき
るような仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの肥
満度傾向は二極化してきているため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、本
事業で整備した施設や子どもたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増
加）。肥満度については、事業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

県名 平成２５年度 交付対象事業費

市町村名 令和３年度 評価対象事業

橋本町ちびっこ広場

日の出町ちびっこ広場

旭町ちびっこ広場

馬場ちびっこ広場

上太田ちびっこ広場



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 ２１８，９７２千円

南相馬市 実績評価実施時期 Ｂ－１－１，◆Ｂ－１－１－１～－２

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利
用してもらえるよう図っていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　南相馬市原町区に屋内子どもの遊び場（わんぱくキッズ）を整備することにより、放射能不安のため外遊びの機会が失われていた子どもの運動機会を確保し、もって子どもたちの健全な運動習慣の定着（肥満児童数の減少）を図る。

【区域全体図】 【事業詳細】
（1）事業概要
　福島第一原子力発電所事故の影響により、子育て家庭においては放射能の不安から屋外で遊ぶことができない状況が続いている。
そのため、子どもが運動する機会の確保と運動能力の回復を図り、子育て家庭が安心して住み続けることができる環境を整えることを
目的として、原町区に屋内遊び場の整備を行う。また効果促進事業として、 屋内遊び場の利活用を促進し、子どもの運動機会を増や
すため、プレイリーダーを育成し、保護者への遊び方指導を含む子どもの遊び方教室を実施する。
　①設置場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②建物整備内容
　　　南相馬市原町区高見町二丁目22-1地　　　　　屋内子どもの遊び場　1,200㎡、床：人工芝、内部に遊具設置
　③効果促進事業
　　　駐車場整備、外灯設置、フェンス設置
　　　プレイリーダ－育成のための遊び方教室の開催

（２）事業の実施状況
　　施設整備事業　平成25年11月18日　契約　　　平成26年3月27日　竣工　 平成26年3月30日供用開始
　　効果促進事業　平成26年10月1日 　契約　　 　平成27年3月31日　終了
 
　  利用料金：無料

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整
備は、子育て世代が帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
　遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
　 また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向について
は、まだ震災前の水準に戻っていないことから更新した遊具等の活用を引き続き促進していく必要がある。
【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「災害復興推進本部会
議」において、本事業計画の評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることで、子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程度繋
がっていると評価できる一方で、肥満度が目標としていた震災前の水準に届かないなど課題もある。年齢の小さい子どもたちについて
は、遊具等を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学年児童や中学生については、子どもたちのやりたいことが遊具等を活用して
実現できるような仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの
肥満度傾向は二極化してきているため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、
本事業で整備した施設や子どもたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増
加）。肥満度については、事業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

県名 平成２５年～平成２６年度 交付対象事業費

市町村名 令和３年度 評価対象事業

わんぱくキッズ広場
施設利用人数

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

利用人数 38,864 35,375 32,333 35,137 33,713 31,772 25,152



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 ７５２，５５９千円

南相馬市 実績評価実施時期 B－１－２

 

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利
用してもらえるよう図っていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　鹿島体育館を整備することにより、放射能不安のため外遊びの機会が失われていた子どもの運動機会を確保し、子どもたちの健全な運動習慣の定着によって体力の向上及び肥満児童数の減少を図る。

【区域全体図】 【事業詳細】
（1）事業概要
　震災により屋内運動場が被災した鹿島区において、子どもの体力向上や運動能力の改善を図ることを目的として、新たに鹿島体育館
を整備する。
　①設置場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②建物整備内容
　　　南相馬市鹿島区横手字川原186番地1　　　　　　　　　整備床面積：1,528㎡、アリーナ面積：1,049㎡
　
（２）事業の実施状況
　　平成25年度　設計業務委託等実施　　　　平成26～27年度　本体工事発注　　　　平成28年度　施設供用開始
　　　　　平成25年10月31日　契約　　　　　　　　　平成27年2月18日　契約　　　　　　　平成28年4月27日　供用開始
　　　　　平成26年　3月20日　竣工　　　　　　　　  平成28年4月20日　竣工
　
　利用可能時間：9時から21時まで（9時～12時、12時～15時、15時～17時、17時から19時まで、19時から21時までの5区分で運営）
　利用料金（個人利用、1回）：大人100円、高校生50円、小中学生20円
　【利用実績】
　　　平成28年度（平成28年4月27日～平成29年3月31日）：16,050人
       平成29年度（平成29年4月　1日～平成30年3月31日）：16,050人
       平成30年度（平成30年4月　1日～平成31年3月31日）：16,976人
　　　令和 元年度 （平成31年4月　1日～令和2年3月31日）：16,798人
       令和  2年度 （令和 2年4月　1日～令和3年3月31日）：12,103人

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整
備は、子育て世代が帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
　遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
　 また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向について
は、まだ震災前の水準に戻っていないことから更新した遊具等の活用を引き続き促進していく必要がある。
【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「災害復興推進本部会
議」において、本事業計画の評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることで、子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程度繋
がっていると評価できる一方で、肥満度が目標としていた震災前の水準に届かないなど課題もある。年齢の小さい子どもたちについて
は、遊具等を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学年児童や中学生については、子どもたちのやりたいことが遊具等を活用して
実現できるような仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの
肥満度傾向は二極化してきているため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、
本事業で整備した施設や子どもたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増
加）。肥満度については、事業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

県名 平成２５～２８年度 交付対象事業費

市町村名 令和３年度 評価対象事業

鹿島体育館



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 １０，７６０千円

南相馬市 実績評価実施時期 A－１－５

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利用して
もらえるよう図っていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　南相馬市鹿島区にある都市公園遊具を更新することにより、放射能不安のため外遊びの機会が失われていた子どもの運動機会を確保し、もって子どもたちの健全な運動習慣の定着（肥満児童数の減少）を図る。

【区域全体図】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様につき省略

【事業詳細】
（１）事業概要
　子どもの体力向上や運動能力の改善を図ることを目的として、鹿島区の中核的な都市公園等にある、以下の遊具を更新する。
　　１　瀬戸畑公園　　　・・・４連ブランコ　１基、廻転滑り台　１基
　　２　沼ノ内公園　　　 ・・・２連ブランコ　１基、滑り台　１基
　　３　サヤノ前公園　　・・・２連ブランコ　１基、滑り台　１基、鉄棒　１基
　　４　桜平山公園　　　・・・２連ブランコ　１基

（２）事業の実施状況
　　　平成２５年１２月２４日　契約
　　　平成２６年　３月２５日　竣工
　　　施設を常時開放し、多くの子どもたちが利用している。

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備
は、子育て世代が帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
　 また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向については、まだ
震災前の水準に戻っていないことから更新した遊具等の活用を引き続き促進していく必要がある。
【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「災害復興推進本部会議」
において、本事業計画の評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることで、子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程度繋がって
いると評価できる一方で、肥満度が目標としていた震災前の水準に届かないなど課題もある。年齢の小さい子どもたちについては、遊具等
を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学年児童や中学生については、子どもたちのやりたいことが遊具等を活用して実現できるよう
な仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの肥満
度傾向は二極化してきているため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、本事
業で整備した施設や子どもたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増加）。
肥満度については、事業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

県名 平成２５年度 交付対象事業費

市町村名 令和３年度 評価対象事業

瀬戸畑公園

沼ノ内公園

サヤノ前公園

桜平山公園



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 ２０，７４２千円

南相馬市 実績評価実施時期 A－１－６

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利用し
てもらえるよう図っていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　南相馬市鹿島区にある農村公園遊具を更新することにより、放射能不安のため外遊びの機会が失われていた子どもの運動機会を確保し、もって子どもたちの健全な運動習慣の定着（肥満児童数の減少）を図る。

【区域全体図】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様につき省略

【事業詳細】
（１）事業概要
　放射性物質への不安から、子どもが屋外で遊ぶ機会が失われ、運動機能の低下がみられる。また、小さい子を持つ子育て世帯の市外
避難や転出が著しい。そこで、子育て世帯の帰還促進や定住促進、また子どもの体力向上や運動能力の改善を図ることを目的として鹿
島区内の以下４農村公園にある既存の遊具を更新する。
　　・上栃窪農村公園……滑り台１基、回転ジャングルジム１基、ロープウェー１基、ブランコ１基
　　・山下農村公園………シーソー１基、ブランコ（大）１基、ブランコ（小）１基、鉄棒１基
　　・北屋形農村公園……回転ジャングルジム１基、鉄棒１基、シーソー１基
　　・北海老農村公園……滑り台１基、ジャングルジム１基、シーソー１基、ブランコ１基、鉄棒１基

（２）事業の実施状況
　　　 平成２５年１２月２４日　契約
　　　 平成２６年　３月２１日　竣工
 　　　施設は常時開放しており、多くの子どもたちが利用している。
　
（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備
は、子育て世代が帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
　遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
 また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向については、ま
だ震災前の水準に戻っていないことから更新した遊具等の活用を引き続き促進していく必要がある。
　【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「災害復興推進本部会議」
において、本事業計画の評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることで、子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程度繋がっ
ていると評価できる一方で、肥満度が目標としていた震災前の水準に届かないなど課題もある。年齢の小さい子どもたちについては、遊
具等を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学年児童や中学生については、子どもたちのやりたいことが遊具等を活用して実現でき
るような仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの肥
満度傾向は二極化してきているため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、本
事業で整備した施設や子どもたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増
加）。肥満度については、事業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

県名 平成２５年度 交付対象事業費

市町村名 令和３年度 評価対象事業

山下農村公園

上栃窪農村公園

北屋形農村公園

北海老農村公園

北海老農村公園

北屋形農村公園

上栃窪農村公園

山下農村公園



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 ８９，６９５千円

南相馬市 実績評価実施時期 C－１－１

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利用し
てもらえるよう図っていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　南相馬市原町区にある都市公園に大型遊具等を整備することにより、放射能不安のため外遊びの機会が失われていた子どもの運動機会を確保し、もって子どもたちの健全な運動習慣の定着（肥満児童数の減少）を図る。

【区域全体図】 【事業詳細】
（１）事業概要
　子どもの体力向上や運動能力の改善を図ることを目的として、以下の整備を実施する。
　　　・大型遊具１基　　　　　　　　　　 ・芝生２,７７０㎡
　　　・ゴムチップ舗装５４９．３㎡　　 ・東屋１基
　　　・街灯１２基                           ・円形ベンチ２基
　　　・フェンス１７３．６ｍ

（２）事業の実施状況
   平成２７年１月１６日　契約
　 平成２７年７月　８日　竣工
　 施設は常時開放されており、多くの子どもたちが利用している。

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備
は、子育て世代が帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
　遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
　また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向については、ま
だ震災前の水準に戻っていないことから更新した遊具等の活用を引き続き促進していく必要がある。
【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「災害復興推進本部会
議」において、本事業計画の評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることで、子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程度繋
がっていると評価できる一方で、肥満度が目標としていた震災前の水準に届かないなど課題もある。年齢の小さい子どもたちについて
は、遊具等を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学年児童や中学生については、子どもたちのやりたいことが遊具等を活用して実
現できるような仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの肥
満度傾向は二極化してきているため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、本
事業で整備した施設や子どもたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増
加）。肥満度については、事業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

県名 平成２６～２７年度 交付対象事業費

市町村名 令和３年度 評価対象事業

高見公園



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 １９，０６２千円

南相馬市 実績評価実施時期 A－１－７

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利用し
てもらえるよう図っていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○避難生活や外遊びをする機会の減少などによって運動能力や体力に低下が見られるため、避難先から帰還した子どもたちが通学する小高小学校の遊具を更新することで、子どもたちが屋外で遊ぶ機会と運動の機会の増加を図り、運動能力と体力を向上させるこ
とを目標とする。

【区域全体図】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様につき省略

【事業詳細】
（１）事業概要
　避難指示が出ていた小高小学校の校庭の遊具を更新することにより、帰還後の子供たちが安心して遊べる環境が整備され、運動機会
の確保と体力向上を促進し、子育て世帯の帰還促進と定住促進を図る。
　　・登り棒　・６連高鉄棒　・複合遊具　・複合遊具　・肋木　・雲梯　・７連低鉄棒
　　・６連ブランコ・４連ブランコ

（２）事業実施の状況
　　平成２７年１１月　６日　契約
　　平成２８年　２月２９日　竣工
　  主として当該小学校の児童が利用しているが、南相馬市公立学校施設の開放に関する規則及び同要綱に定める範囲で
　　地域への開放を行っている。

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備
は、子育て世代が帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
　また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向については、ま
だ震災前の水準に戻っていないことから更新した遊具等の活用を引き続き促進していく必要がある。
【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「災害復興推進本部会議」
において、本事業計画の評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることで、子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程度繋
がっていると評価できる一方で、肥満度が目標としていた震災前の水準に届かないなど課題もある。年齢の小さい子どもたちについて
は、遊具等を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学年児童や中学生については、子どもたちのやりたいことが遊具等を活用して実
現できるような仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの肥
満度傾向は二極化してきているため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、本
事業で整備した施設や子どもたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増
加）。肥満度については、事業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

県名 平成２７年度 交付対象事業費

市町村名 令和３年度 評価対象事業

小高小学校



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 ２８，０８０千円

南相馬市 実績評価実施時期 A－１－８

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利用し
てもらえるよう図っていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　南相馬市小高区にある公園３か所の遊具を更新することにより、放射能不安のため外遊びの機会が失われていた子どもたちの運動機会を確保し、子どもたちの健全な運動習慣の定着によって体力の向上及び肥満児童数の減少を図る。

【区域全体図】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様につき省略

【事業詳細】
（１）事業概要
　放射性物質に対する不安を払拭し、帰還した子どもたちが安心して外遊びができ、子どもの体力向上や運動能力の改善を図ることを目
的として、小高区内公園３箇所
（東町児童公園、中央公園、関場公園）の遊具を更新する。
　　①　東町児童公園 ・・・・・ ジャングルジム １基、　ブランコ １基、　複合遊具 １基
　　②　中央公園 ・・・・・・・・・ すべり台 １基
　　③　関場公園 ・・・・・・・・・ すべり台 １基、　鉄棒 １基、　ブランコ １基

（２）事業の実施状況
　　　平成２７年１１月　６日　契約
　　　平成２８年　３月１０日　竣工
　　　施設は常時開放しており、多くの子どもたちが利用している。

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備
は、子育て世代が帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
　遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
   また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向については、
まだ震災前の水準に戻っていないことから更新した遊具等の活用を引き続き促進していく必要がある。
　　【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「災害復興推進本部会議」
において、本事業計画の評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることで、子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程度繋
がっていると評価できる一方で、肥満度が目標としていた震災前の水準に届かないなど課題もある。年齢の小さい子どもたちについて
は、遊具等を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学年児童や中学生については、子どもたちのやりたいことが遊具等を活用して実
現できるような仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの肥
満度傾向は二極化してきているため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、本
事業で整備した施設や子どもたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」
　

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増
加）。肥満度については、事業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

県名 平成２７年度 交付対象事業費

市町村名 令和３年度 評価対象事業

東町児童公園

中央公園

関場公園



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

小高幼稚園遊具更新事業 交付期間 １５，３９４千円

子ども家庭課 実績評価実施時期 A－１－９

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利用してもらえるよう図っ
ていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、移設先である小高認定こども園及び小高区子どもの遊び場においてさらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　南相馬市小高区にある幼稚園の遊具を更新することにより、放射能不安のため外遊びの機会が失われていた子どもたちの運動機会を確保し、子どもたちの健全な運動習慣の定着によって体力の向上及び肥満児童数の減少を図る。

【区域全体図】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様につき省略

【事業詳細】
（１）事業概要
　保護者の育児相談や親子が交流する機能を持った子育て支援施設を兼ねる施設である小高幼稚園において、園庭の遊具を更新することにより、帰還後
の子どもたちが安心して遊べる環境が整備され、運動機会の確保と体力の向上を促進し、子育て世帯の帰還と定住促進を図る。

〇更新遊具：ジャングルジム、４連ブランコ、３連鉄棒、雲梯、複合遊具、砂場枠、置物遊具（パンダ）、
　　　　　　　　置物遊具（馬）、滑り台（２基を統合）　各１基

（２）事業の実施状況
　　　平成２７年１１月　１日　契約
　　　平成２８年　３月１５日　竣工
　　　小高幼稚園については、小高認定こども園の開園に伴い令和元年度を以って閉園となった。
　　　更新した遊具については、小高認定こども園および小高区子どもの遊び場で活用している。

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備は、子育て世代が
帰還の判断をするうえでの要素のひとつである。
　遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
　また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向については、まだ増加傾向にある
ため更新した遊具等の活用を引き続き促進していく必要がある。
【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　H31.4.1現在　66.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　H31.4.5現在　70.8％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　H31.4.5現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和元年度：男子4.0％　女子3.9％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和元年度：男子4.4％　女子0.7％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「災害復興推進本部会議」において、本事業計画の
評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることで、子どもの肥満度の改善や体力向上および帰還に繋がっていると評価でき
る。年齢の小さい子どもたちについては、遊具等を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学年児童や中学生については、子どもたちのやりたいことが
遊具等を活用して実現できるような仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの肥満度傾向は二極化
してきているため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、本事業で整備した施
設や子どもたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増加）。肥満度について
は、事業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

事業名 平成２８年度 交付対象事業費

担当課 令和３年度 評価対象事業

中央公園

小高幼稚園

中央公園



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 ２７０，８３６千円

南相馬市 実績評価実施時期 B－１－３，◆Ｂ－１－３－１

 

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

県名 平成２８～３０年度 交付対象事業費

市町村名 令和３年度 評価対象事業

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利用してもらえるよう図ってい
く。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　南相馬市小高区に小高交流センター（小高復興拠点）内子どもの遊び場を整備することにより、放射能不安のため外遊びの機会が失われていた子どもの運動機会を確保し、子どもたちの健全な運動習慣の定着によって体力の向上及び肥満児童数の減少を図る。

【区域全体図】 【事業詳細】
（1）事業概要
　　小高区復興拠点整備の主要施設として、避難生活から帰還する子どもたちが伸び伸びと、そして親子が安心して遊ぶことのできる屋内遊び場を整備する。運動
機会の確保と体力の向上を図るとともに、子育て世代が安心して帰還し、住み続けることができる環境を整える。
　　併せて効果促進事業として、公共交通が未発達な小高区においては施設利用者の多くは自家用車で来所することが予想されるため、多くの者に施設を利用し
てもらうため、駐車場の整備を行う。
　①設置場所
　　　南相馬市小高区本町二丁目28番地
　②建物整備内容
　　　整備面積：５，８６６㎡　延べ床面積：１，９３９㎡（うち子どもの遊び場：３９５㎡）
　　　また効果促進事業として、駐車場２０台分を整備した。
（２）事業の実施状況
　　平成２８年度　設計業務委託等実施　　　　　平成２９年度　本体工事発注　　　　平成３０年度　施設供用開始
　　　　　平成２８年１２月２７日　契約　　　　　　　　 　平成２９年１２月２０日　契約　　　　平成３１年　１月２６日　供用開始
　　　　　平成２９年　８月３１日　竣工　　　　　　　　　 平成３０年１１月３０日　竣工
　
　利用可能時間：９時から２１時　毎週月曜及び年末年始（12月29日～1月3日）休み
　利用料金：無料（占有利用の場合を除く）
　バドミントンやサッカーなどのスポーツ系用具や4輪車やミニセグウェイ等の施設内で自由に利用できる遊具の貸し出しを行っている。
　また、運動が苦手な子どもたちでも活用してもらえるよう、知育玩具の貸し出しなども行っている。
　【利用実績】
　　　平成３０年度（平成31年1月26日～平成31年3月31日）：２５，６５１人（うち子どもの遊び場：４，７６４人）
　　　令和元年度：１０５，６７２人（うち子どもの遊び場：３１，２５９人）
　　　令和２年度 ：　８４，１４８人（うち子どもの遊び場：３２，０１７人）
　　　効果促進事業として駐車場を整備したことにより、小高区内外から多くの方が施設を利用している。

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備は、子育て世代が帰還の
判断をするうえでの要素のひとつである。
　遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
　また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向については、まだ増加傾向にあるため整
備した遊び場の活用を引き続き促進していく必要がある。
【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「災害復興推進本部会議」において、本事業計画の
評価を諮ったところ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることで、子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程度繋がっていると評価できる一方
で、肥満度が目標としていた震災前の水準に届かないなど課題もある。年齢の小さい子どもたちについては、遊具等を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学
年児童や中学生については、子どもたちのやりたいことが遊具等を活用して実現できるような仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの肥満度傾向は二極化してきて
いるため、運動を好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、本事業で整備した施設や子ど
もたちがそれを活用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増加）。肥満度については、事
業実施前の平成２４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

小高交流センター内



（様式２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別事業等実績評価シート 令和３年１２月時点

福島県 交付期間 ５２２，６７９千円

南相馬市 実績評価実施時期 B－１－４，◆Ｂ－１－４－１

 

1）事業の実施概要

（注１）様式１の２）に掲げた目標のうち、本様式に記載する事業に係るものを記載する。

（注２）様式１の２）に掲げた目標が複数の事業等を一体的に実施することで達成されると想定される場合、関連する事業等を総括した全体評価による記載も可とする。

効果、変化を踏まえた今後の方策（改善策を含む）（注２）

　肥満度の平均値を目標としていた震災前の値に達することできるよう以下の取組を実施する。
　本事業で整備した施設の特徴をふまえ、園児から中学生まで年齢層に応じたイベント等の開催や、高学年児童や中学生の利用を想定し子どもたちがやりたいことを遊具等を活用して実現できるための仕掛けづくりを検討し、幅広い年齢層が施設を積極的に利用してもらえるよう図っていく。
　また、そうしたイベントの実施に併せて、遊具を更新した公園や新たに設けた運動施設の利用について、ホームページや広報誌等を活用し、広く周知することで、さらなる利用促進を図っていく。
　さらに、プレイリーダーを活用して、運動が苦手な子どもたちでも楽しく遊んでもらえるような効果的な遊び方の指導も検討していく。
　こうした取り組みに併せて、学校におけるより一層の食生活に関する指導なども検討していく。これらの実施より肥満度の平均値の改善ならびに、体力も低下することのないようフォローアップを図っていく。

事業計画に記載した地域の復興における支障を解決するための目標（注１）（注２）

○　南相馬市小高区に子どもの遊び場を整備することにより、放射能不安のため外遊びの機会が失われていた子どもの運動機会を確保し、子どもたちの健全な運動習慣の定着によって体力の向上及び肥満児童数の減少を図る。

【区域全体図】 【事業詳細】
（1）事業概要
　避難生活から帰還した子どもたちが伸び伸びと遊ぶことのできる屋内遊び場を整備することにより、体力の向上を図るとともに、子育て世代が安心して帰還し、住み続けることので
きる環境の充実をため小高区に子どもの遊び場を整備する。
　①設置場所
　　　南相馬市小高区関場一丁目１番地の１
　②建物整備内容
　　　屋内遊び場　新設１棟(A棟)：木造２階建１０００.２４㎡　　改修１棟(B棟)：鉄骨造平屋建３６９.７１㎡
　【効果促進事業】小高区子どもの遊び場駐車場等整備
　自動車での利用をしやすい環境を整備することで、公共交通機関が確保されていない小高区における施設利用の利便性が大きく改善し、市内全域及び近隣市町村からの施設利
用者の増加に繋がる。
　また、フェンスや照明を整備することで利用者の安全性を確保するとともに、薄暗くなる冬場などの開館時間の午後５時までの利用を促すことができる。
　・整備内容　駐車場整備　２５台分

（２）事業の実施状況
　　令和２年４月２４日契約　　令和３年３月11日竣工　　令和３年４月３日施設供用開始
　≪施設概要≫
　　施設名称：小高区子どもの遊び場（愛称：NIKOパーク）
　　施設内容：Ａ棟（動の遊び場）　大型遊具等で、思い切り体を動かしダイナミックな遊びが楽しめる施設
　　　　　　　　  Ｂ棟（静の遊び場）　木製おもちゃや絵本等で、ゆっくりとリラックスしながら過ごせる施設
　それぞれ特徴のある２棟の施設があるため、多様な遊び方のニーズへの対応が可能である。
B棟には、約100㎡の多目的室があり、子育てサークルの活動やイベント開催など、幅広い用途での活用が可能である。
　また、小高幼稚園において設置していたジャングルジム、複合遊具、ロッキング遊具、ブランコ、うんてい、砂場については小高区子どもの遊び場の敷地内に設置され、遊び場を利
用する子どもたちに活用されている。
　≪施設運営方法≫
　　利用対象：小学生以下のお子様とその保護者
　　利用時間：１日３クールの入替制（①10：00～11：30　②13：00～14：30　③15：00～16：30）
　　休 館 日 ：毎週火曜日、年末年始（12/29～1/3）　利用料金：無料
   <<利用人数>>
　　令和３年度（４月～11月）　22,356人
　　効果促進事業として駐車場を整備したことで、小高区内外から多くの方が施設を利用している。

（３）人口流出及びそれにより生じている地域の振興における支障との関係の評価年度時点での情報を記録
　子育て世代の帰還は、復旧・復興における大きな課題の一つであり、子どもが安心して遊べる遊び場と安心して運動できる施設の整備は、子育て世代が帰還の判断をするうえで
の要素のひとつである。
　遊び場等の整備に伴って市内保育園・幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒の在籍数は確実に回復している。
　また、外遊びの機会を提供することができたことで、子どもたちの体力向上に繋げることができている。一方で、肥満傾向については、まだ増加傾向にあるため整備した遊び場の活
用を引き続き促進していく必要がある。
【参考】
◎避難者
　園児の帰還率　　R3.4.1現在　68.3％（H24.4.1時点　32.9％）　※帰還率　震災前の園児数に対する比率
　児童の帰還率　　R3.4.6現在　73.6％（H24.4.6時点　38.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
　生徒の帰還率　　R3.4.6現在　65.7％（H24.4.6時点　48.4％）　※帰還率　住民登録人口に対する実際の在籍者の比率
◎体力テスト
　市内小学５男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子33％、女子45％（平成24年度：男子27％、女子35％）
　市内中学２年男女の新体力総合評価A及びB判定の割合
　　令和元年度：男子26％　女子66％（平成24年度：男子16％　女子38％）
◎肥満度
　市内小学４年男女の肥満度　令和3年度：男子5.8％　女子2.2％（平成24年度：男子7.3％、女子5.8％）
　市内中学１年男女の肥満度　令和3年度：男子5.3％　女子4.9％（平成24年度：男子6.1％、女子2.0％）

（４）その他
　　復興の総合的な施策の推進等を担い、市長や副市長、教育長、各部の部長や理事などから構成される市の「災害復興推進本部会議」において、本事業計画の評価を諮ったとこ
ろ次のような意見が出た。
　「事業の実施により、子どもたちが安心して遊べる環境が整ってきていることで、子どもの肥満度の改善や体力の向上に一定程度繋がっていると評価できる一方で、肥満度が目標
としていた震災前の水準に届かないなど課題もある。年齢の小さい子どもたちについては、遊具等を活用して遊ぶ習慣がついてきているが、高学年児童や中学生については、子ど
もたちのやりたいことが遊具等を活用して実現できるような仕掛けづくりが必要。」
　「コロナ禍により運動の機会が減少していきているため、更新した遊具等の積極的な活用を促していく必要がある。また子どもたちの肥満度傾向は二極化してきているため、運動を
好まない子どもたちに対して体を動かす楽しさを伝えていく取組も必要。」
　「帰還率の向上については、魅力ある学校づくりを行い子どもたちが南相馬市で学びたいと思ってもらえるような取組が必要であり、本事業で整備した施設や子どもたちがそれを活
用している様子を避難している方々へ伝えていく必要がある。」

事業計画推進による効果・変化（注２）

　子どもが屋外で安心して遊べる環境を整備したことに伴い、体力テストにおける総合評価判定のＡ及びＢ判定割合が事業実施前の平成24年度及び目標としていた震災前と比較しても、増加したことが確認できた（小５及び中２男女の単純平均の比較で１４％増加）。肥満度については、事業実施前の平成２
４年度と比較すると改善していることが確認できた（小４及び中１男女の単純平均の比較で０．７％の減少）ものの、目標としていた震災前の水準には達しなかった。

県名 平成３１～令和２年度 交付対象事業費

市町村名 令和３年度 評価対象事業

小高区子どもの遊び場

ＮＩＫＯパーク


